




1.小児腎疾患の臨床的研究(小林収班員)

学童,生徒の集団検尿によって無自覚性の蛋白尿,血尿,あるいは両者を多く見

出し,それらは多様な腎,尿路疾患の存在を示すものであることを明らかにし,

また一部は早期発見,早期治療に成功している。しかしながら,なかには,その

まま放置して日常生活を続けてもとくに異常をきたさないものが少なくないこ

とも否定できない。無自覚性蛋白尿の腎生検による診断あるいは治療経過の確

認はもとより大切であるが,同時に腎生検以外の方法による病態の診断並びに

家庭,学校,校医などとの密接な連関による経過予後の長期間観察を行うことを

も期待する。


